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子育て世帯生活支援特別給付金支給事業　4,509 万円

武豊中央公園整備工事請負契約の締結　１億 2,555 万円

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得子育て世帯の児童1人あた
り5万円を支給します。児童扶養手当を受給しているひとり親世帯については愛知県が、ひと
り親世帯以外の平成15年4月2日生まれ以降の児童を養育している令和３年度分の市町村民税
均等割が非課税世帯などについては武豊町となります。

　武豊中央公園の中央部分に、大型テントシェルターを整備します。
平常時は憩いの広場として、災害時などは
一時避難場所として機能します。
　建築面積は720㎡。
規模は、地上1階建、
縦24ｍ×横30ｍ、
屋内高4.2～6.7ｍ、
最高高さ約8.2ｍと
なります。

議案質疑
（対象者が848人とのことだが）受給申請が必要な方、必要でない方の内訳は。
受給申請が必要な人は120人程度、申請が必要でない人は720人程度と見込んでいる。

対象となる世帯数は何世帯となるか。
国の算定基準に基づき算出し、概ね400世帯と見込んでいる。

議案質疑
平常時・災害時の利用や、配慮した点は。
平常時は、公園施設として開放感もあり、さまざまな年齢層の方に利用されることを考えており、
屋根にはテント生地を採用し、テント内の明るさや快適性に配慮した。災害時は、雨天時などで
の一時避難場所、応急手当など救護スペースとしても利用が可能。配慮した点として、床面をフ
ラットにすることで、スムーズなテント内の移動や救護スペースとして利用しやすくした。

屋根材（酸化チタン膜）のテント生地の効果は。
セルフクリーニング（自己洗浄）の効果があり、テント内の明るさや暑さに対して、高い透光性
や温度上昇を抑えられるなど、維持管理コストの削減や、快適性を確保することができる。

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

低所得世帯の児童 1人あたり５万円支給

武豊中央公園に大型テントシェルターを建設

芝生広場

多目的広場

大型テント
シェルター

武豊町

令
和
３
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算 
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令和３年
第３回臨時会
第２回定例会

1　
久
野　
　
勇

2　
櫻
井　
雅
美

3　
鳥
居　
美
和

4　
甲
斐
百
合
子

5　
野
田　
佳
延

6　
梶
田　
　
進

7　
青
木　
宏
和

8　
青
木　
信
哉

9　
南　
　
賢
治

10　
石
川　
義
治

11　
大
岩　
　
保

12　
本
村　
　
強

13　
福
本　
貴
久

14　
森
田　
義
弘

15　
鈴
木　
一
也

16　
石
原　
壽
朗

採
決
結
果

第
３
回
臨
時
会

令和３年度武豊町一般会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
長

可

財産の取得（大気測定機械
器具）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

第
２
回
定
例
会

令和３年度武豊町一般会計
補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

武豊町税条例の一部改正に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

武豊町母子・父子家庭医療
費支給条例の一部改正につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

武豊中央公園整備工事（大
型テントシェルター）請負
契約の締結について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

武豊町議会会議規則の一部
改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

主な採決結果 　○：賛成　×：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。

地域交通事業費　1,319 万円
　南部青ルートのコミュニティバスの購入費とし
て当初予算約2,000万円を計上していました。し
かし、2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロ
を目指すための一環として、電動バスへ車両変更
することとし、追加予算が必要となりました。自
動車環境総合改善対策費補助金を活用し、電動バ
スに更新するとともにバスに充電するための充電
器設置工事などを行います。

議案質疑
電動バス導入による二酸化炭素の削減はどの程度見込んでいるのか。
現行のディーゼル車と比較して、年間で約31.5ｔ削減できると試算している。運行す
る1月から3月までの3か月間では、約8ｔ削減できると想定している。

A
Q

−ゼロカーボンシティへの取り組み−
電動バス導入で温室効果ガス排出量削減

５
月
11
日
臨
時
会
で
可
決
！
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12

一般質問

ここが
聞き
たい!

!

4

ページ 質問者（登壇順） 質　問　事　項 担当部

会　
派　
代　
表

5
きずな
鈴 木 一 也

避難行動要支援者への支援は
・自主防災会の活動

6
みらい
福 本 貴 久

籾山芳輝町長の5期目公約に期待
・籾山芳輝町長の５期目

7
政和クラブ
石 川 義 治

住民に寄り添った、早い段階からの空き家対策を
・第２期空き家等対策計画
・人・農地プランの実質化

8
公明党議員団
甲 斐 百 合 子

コミュニケーションボードの活用を！
・意思疎通の取り組み

9
日本共産党議員団
梶 田 　 進

屋内温水プール・エコステーションの安全対策は
・大足エコステーション搬入通路

個　
人　
質　
問

10

上　
段

森 田 義 弘 知多東部線南進整備の早期実現を
・都市計画道路 知多東部線の南進整備

下　
段

南 　 賢 治 やすらぎの森墓園の申し込み条件の緩和を
・武豊町やすらぎの森墓園

11

上　
段

鳥 居 美 和 災害時のペットは！？
・災害時のペット同行避難

下　
段

久 野 　 勇 武豊北インター（仮称）周辺土地活用は
・武豊北インターチェンジ（仮称）

12

上　
段

本 村 　 強 支援は苦しむ子どもを救っていく想いから
・ヤングケアラー支援

下　
段

野 田 佳 延 新型コロナワクチン接種の現状は
・ワクチンの予約と接種

13
上　
段

櫻 井 雅 美 ダブル・ヤングケアに適切な支援を
・ダブルケア・ヤングケアラー

経 教

総 総務部 企 企画部 福 健康福祉部 経 生活経済部 建 建設部 教 教育部

総

総

経建

福

建

建

建

総

福 教

福

福

総

　未だに新型コロナウイルス感染症の収束はみえておりません。
このため、6 月 3・4 日の一般質問の再々質問は後日書面にて行いました。
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会派代表　　町政への質問

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
時
、
公

助
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
自
助
と
と
も
に
、
お
互

い
に
協
力
し
合
っ
て
組
織
的
に
取
り
組

む
共
助
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
共

助
が
自
主
防
災
会
で
あ
り
、
地
域
の
住

民
が
初
期
消
火
や
避
難
誘
導
、
救
出
・

救
護
、
避
難
所
運
営
な
ど
自
主
的
な
活

動
を
行
う
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
は
、
そ
の
充
実
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

の
活
用
は

区
に
対
し
「
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
」
の
使
い
方
・
目
的
な
ど
具

体
的
な
指
示
は
し
て
い
る
か
。

名
簿
を
渡
す
際
に
、
２
点
の

お
願
い
を
し
て
い
る
。
１
点

目
は
、
記
載
内
容
の
確
認
で
、
内
容
に

誤
り
が
あ
っ
た
場
合
お
よ
び
、
内
容
に

変
更
が
生
じ
て
な
い
か
の
確
認
や
報
告
。

　

２
点
目
は
、
適
正
な
情
報
管
理
で
、

名
簿
に
は
、
機
密
性
の
高
い
個
人
情
報

が
含
ま
れ
、
厳
重
な
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
。
今
後
は
、
名
簿
の
使
い
方
な

ど
も
併
せ
て
説
明
し
て
い
く
。

要
支
援
者
に
、

ど
う
支
援
す
る
か

実
効
性
あ
る
支
援
の
た
め
、
要
支

援
者
、民
生
委
員
、自
主
防
災
員
、

区
が
話
し
合
う
機
会
が
必
要
で
は
。

各
区
の
状
況
に
柔
軟
に
対
応

し
、
話
し
合
い
が
可
能
な
区

や
自
主
防
災
会
か
ら
、
順
次
調
整
を
し

て
い
く
。

　
ま
ず
は
、
７
月
の
自
主
防
災
連
絡
会

や
区
長
会
で
、
制
度
に
つ
い
て
の
説
明

や
関
係
者
が
話
し
合
う
機
会
を
設
け
る

こ
と
、
10
月
31
日
開
催
予
定
の
町
一
斉

防
災
訓
練
に
要
支
援
者
に
対
応
し
た
訓

練
内
容
を
取
り
入
れ
た
い
。

区
未
加
入
者
な
ど
支
援
が
難
し
い

方
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

区
未
加
入
者
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
状
況
が
把
握
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
災
害
発
生
時
の
安
否
確

認
や
避
難
支
援
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
周
知
し
、
今
後
も
区
へ
の
加
入
促

進
を
進
め
て
い
き
た
い
。
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
の
登
録
を
希
望
し
な
い
方

に
も
、
引
き
続
き
制
度
の
説
明
な
ど
で

登
録
推
進
を
図
る
。

新
し
く
作
っ
た

水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

水
害
等
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
た
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
取

り
組
み
は
。防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の

協
力
の
も
と
、
要
支
援
者
の

方
々
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
関

係
者
の
皆
さ
ん
に
、
マ
ッ
プ
を
活
用
し

た
避
難
行
動
を
考
え
る
機
会
を
設
け
、

区
内
の
情
報
共
有
を
図
り
た
い
。

避
難
行
動
要
支
援
者
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
備
え
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

機
密
性
の
高
い
情
報
な
ど
の

対
応
策
を
調
査
、
確
認
を
し

た
上
で
、
他
市
町
の
参
考
事
例
と
し
て

自
主
防
災
会
な
ど
に
紹
介
し
て
い
き
た

い
。

Q

Q

A

A

総

町長

避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
支
援
は

Q

Q

A

A

総

総

き
ず
な鈴

木　
一
也 

議
員

▲自主防災会避難所開設訓練の様子

QA
総

トピックス
●避難行動要支援者名簿とは
高齢者・障がい者・乳幼児など、特に配慮を必要とする方のうち、災害発生時の避難などに特に支援を
要する方の名簿です。

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教
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トピックス
●防災コミュニティセンターとは
防災に関する教育、訓練など、市民の自主防災組織の育成に努め、防災意識の向上と市民の連帯による
コミュニティを創造し、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進するための施設です。

　
籾
山
芳
輝
町
長
は
、
令
和
３
年
４
月

13
日
告
示
の
武
豊
町
長
選
挙
に
立
候
補

さ
れ
、５
期
目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
た
。

引
き
続
き
籾
山
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
、
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
こ
で
選
挙
公
約
に
つ
い
て
主
な

も
の
を
質
問
す
る
。

最
先
端
の
消
防
支
署
に

す
べ
き現

在
の
半
田
消
防
署
武
豊
支
署
を

中
央
公
園
南
の
公
共
用
地
に
移
転

す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
議
会

と
し
て
も
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。
町

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
施
設
で
あ

り
、
い
ま
現
在
考
え
ら
れ
る
最
先
端
の

消
防
支
署
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

新
し
い
武
豊
支
署
に
つ
い
て

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

を
主
体
構
造
と
す
る
。
屋
上
に
は
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
支
署
で
使
用
す

る
電
気
の
一
部
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
を

図
る
。

　
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
と
し
て
、
車
庫

内
で
開
口
部
を
閉
め
た
ま
ま
、
エ
ン
ジ

ン
が
始
動
で
き
る
換
気
設
備
を
備
え
る

な
ど
、
で
き
る
限
り
音
を
出
さ
な
い
よ

う
配
慮
す
る
。

　
訓
練
施
設
に
つ
い
て
は
、
敷
地
内
に

５
階
建
て
の
訓
練
棟
な
ど
を
整
備
す
る

計
画
と
し
て
お
り
、
一
般
住
宅
や
中
高

層
建
物
に
対
応
す
る
実
践
訓
練
が
可
能

に
な
る
。

　
令
和
５
年
度
に
供
用
開
始
が
で
き
る

よ
う
、
知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部
と
進
め
て
い
く
。

　
広
い
世
代
の
防
災
教
育
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
を
考
え
た
「
防
災
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
」を
新
設
す
る
。

小
中
学
校
体
育
館
に

空
調
設
置
を

夏
場
は
、温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、

学
校
の
体
育
館
内
は
温
室
の
よ
う

に
な
り
、そ
こ
で
授
業
を
受
け
る
児
童・

生
徒
の
健
康
を
脅
か
す
お
そ
れ
も
あ
る
。

　
ま
た
、
避
難
所
と
し
て
も
指
定
さ
れ

て
お
り
、
空
調
の
設
置
は
教
育
現
場
や

町
民
か
ら
も
熱
望
さ
れ
て
い
る
。

　
実
現
に
向
け
早
期
に
計
画
を
立
て
て

行
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

夏
場
に
お
け
る
体
育
館
で
の

活
動
に
つ
い
て
は
、
館
内
の

気
温
が
35
度
を
超
え
る
日
も
あ
り
、
体

育
の
授
業
や
部
活
動
、
集
会
な
ど
の
活

動
を
控
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　
ま
た
、
災
害
時
は
避
難
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
避
難
者
へ
の
健

康
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
令
和
４
年
度
に
屋
根
の
防

水
工
事
と
空
調
設
備
を
整
備
す
る
た
め

の
実
施
設
計
を
委
託
す
る
予
定
を
し
て

お
り
、
令
和
５
年
度
に
全
て
の
小
中
学

校
の
体
育
館
に
空
調
設
備
を
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た
台
風

24
号
、
令
和
元
年
の
台
風
19
号
で
は
、

武
豊
小
学
校
お
よ
び
富
貴
小
学
校
の
体

育
館
を
避
難
所
と
し
て
開
設
し
、
避
難

し
て
き
た
住
民
が
一
夜
を
過
ご
し
た
経

緯
が
あ
り
、
台
風
を
始
め
大
規
模
な
災

害
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
遮
断
さ

れ
た
場
合
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能
が

保
て
る
熱
源
を
考
慮
し
た
整
備
も
進
め

て
い
く
。

町政への質問　　会派代表
QA

籾
山
芳
輝
町
長
の
５
期
目
公
約
に
期
待

QA
み
ら
い福

本　
貴
久 

議
員

▲視察した北はりま消防組合加東消防署

全ての体育館に空調設置

町長

町長

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教
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会派代表　　町政への質問

　
適
正
な
管
理
が
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た

ま
ま
の
空
き
家
は
、
老
朽
化
に
よ
る
屋

根
や
壁
な
ど
の
落
下
や
飛
散
、
放
火
の

お
そ
れ
な
ど
防
災
、
防
犯
、
衛
生
、
景

観
な
ど
の
面
で
大
き
な
問
題
を
生
じ
さ

せ
る
。

第
２
期
武
豊
町
空
き
家
等

対
策
計
画

現
状
分
析
か
ら
見
え
て
く
る
、
武

豊
町
の
空
き
家
対
策
の
課
題
は
。

空
き
家
件
数
の
増
加
、
空
き

家
の
管
理
不
全
、
空
き
家
の

有
効
活
用
の
必
要
性
の
大
き
く
３
つ
の

課
題
が
あ
る
。

空
き
家
に
対
す
る
施
策
の
展
開

は
、
何
を
考
え
て
い
る
の
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
、

愛
知
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

と
の
協
定
の
締
結
、
空
き
家
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談
会
と
サ
ロ
ン
で
の
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
の
３
つ
を
、
新
た
に
進
め
る
。

空
き
家
の
今
後
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
50
％
近
く
の
方
が
考
え
て

い
な
い
が
、
そ
の
要
因
は
何
が
考
え
ら

れ
る
か
。

更
地
に
す
る
場
合
は
取
り
壊

し
費
用
、
賃
貸
す
る
場
合
は

修
繕
費
用
が
発
生
し
、住
宅
を
撤
去
し
、

所
有
し
続
け
る
場
合
は
、
固
定
資
産
税

が
上
が
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

特
定
空
き
家
認
定
に
つ
い
て
の
武

豊
町
と
し
て
の
考
え
は
。

最
後
の
手
段
と
し
て
と
ら
え

て
お
り
、
非
常
に
慎
重
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
農
業
従
事
者
に
は
、
安
全
で
安
心
な

美
味
し
い
食
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

優
良
な
農
地
が
耕
作
放
棄
地
に
な
ら
な

い
よ
う
健
全
に
維
持
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
従
事
者
の
減
少
や
後
継
者
の
不
在

は
、
本
町
の
農
業
の
振
興
に
は
、
憂
慮

す
る
課
題
で
あ
る
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化

実
質
化
の
目
的
と
効
果
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

目
的
は
農
地
の
利
用
集
積
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
。
効
果

は
、
地
域
で
地
域
の
農
業
の
現
状
を
共

有
で
き
た
事
で
あ
る
。

実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

て
い
く
の
か
。

進
捗
管
理
を
し
て
い
く
と
と

も
に
、
定
期
的
な
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
回
は
、
８
つ
の
生
産
組
合
の
地

域
で
作
成
さ
れ
た
が
、
他
の
地
域

で
の
作
成
は
考
え
て
い
る
の
か
。

今
後
、
各
々
の
生
産
組
合
の

実
情
を
加
味
し
な
が
ら
、
生

産
組
合
長
等
と
協
議
を
し
て
い
く
中

で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

も
う
少
し
幅
広
い
形
で
の
情
報
共

有
を
積
極
的
に
進
め
て
い
け
れ
ば

よ
い
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

地
域
外
か
ら
の
担
い
手
や
法

人
経
営
体
の
受
け
入
れ
の
促

進
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
で
き
る
限
り
幅
広
く
情

報
提
供
・
情
報
共
有
し
て
い
き
た
い
。

QQQ AA

AA

住
民
に
寄
り
添
っ
た
、

早
い
段
階
か
ら
の
空
き
家
対
策
を

QQQ

Q

AA
政
和
ク
ラ
ブ

石
川　
義
治 

議
員

▲地域の話し合い

QA A

トピックス
●人・農地プランとは
5年先・10年先を見据え、人と農地の問題をどのように解決していくかを、農業委員や生産組合などの地域の皆様の協力を得ながら、検討
委員によりプラン化されたもので、農地の集積や、新規就農者への支援など、地域農業全体のあり方などを盛り込んだ計画です。

建町長

建建

経経

経 経

外観目視調査による空き家戸数
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●障害者差別解消法とは
障がいのある方ない方の差別をなくすための法律で、役場窓口では、全ての町民が、意思疎通などで
不便なく利用できるよう努めています。

　
意
思
の
疎
通
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る

方
は
、
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方
だ
け

で
な
く
、
発
達
障
害
や
高
齢
、
外
国
人

な
ど
、実
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

更
に
現
在
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
マ
ス

ク
着
用
に
よ
り
、
口
元
や
表
情
が
わ
か

ら
ず
、
思
う
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い
状
況
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

意
思
の
疎
通
を
し
や
す
く
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を

窓
口
に
お
い
て
、
絵
文
字
を
使
っ

た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
」
の
作
成
・
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。

窓
口
で
の
手
続
き
な
ど
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
意
思
疎
通

の
面
で
問
題
と
な
る
事
例
が
無
か
っ
た

た
め
、
現
時
点
、
設
置
は
し
て
い
な
い

が
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
合
理
的

配
慮
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
は
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
、
窓
口
調
整
会
議
を
通
じ
、
円

滑
な
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の
有
効
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
、
調

査
研
究
し
て
行
き
た
い
。

町
民
が
誰
で
も
気
軽
に
使
え
る
よ

う
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
」
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

愛
知
県
で
は
、
今
年
３
月
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
ア
プ
リ
」
を
作
成
し
た
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
簡
易
に
こ
の
支
援
ア
プ

リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
る
よ
う
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
と
と
も

に
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
た
。

他
に
も
誰
で
も
無
料
で
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
」
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
利
用
で
き
る
「
公
益
財

団
法
人　
明
治
安
田
こ
こ
ろ
の
健
康
財

団
」
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
掲
載
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。検

討
材
料
の
一
つ
と
し
た

い
。

災
害
時
、
意
思
の
疎
通
が
図
れ
る

よ
う
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
」
を
避
難
所
に
設
置
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

愛
知
県
の
作
成
し
た
「
コ
ミ 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ア
プ

リ
」に
は「
避
難
所
」と
い
う
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
も
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
支
援
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
い
く
。

愛
知
県
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
ア
プ
リ
」に
は
、「
避
難
者
」

だ
け
で
な
く
「
避
難
所
運
営
者
」
の
絵

文
字
も
あ
り
ま
す
。
自
主
防
災
会
な
ど

へ
の
周
知
啓
発
も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

５
月
に
行
っ
た
、
避
難
所
連

絡
会
で
周
知
を
行
っ
た
。

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
に
は
、

国
や
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て

「
障
が
い
者
か
ら
意
思
の
表
明
が
あ
り
」

「
実
施
に
伴
う
負
担
が
過
重
で
な
い
範

囲
に
お
い
て
」
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ

と
を
義
務
化
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な

り
ま
す
か
。障

が
い
の
あ
る
方
の
権
利
利

益
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
規
定

を
遵
守
し
、
窓
口
に
お
見
え
に
な
る
方

の
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の

方
の
状
況
に
応
じ
、
寄
り
添
っ
た
対
応

に
努
め
て
い
く
。

町政への質問　　会派代表
Q

QQ

A

A

A

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
活
用
を
！

QQ A

A

A
総総 公

明
党
議
員
団

甲
斐
百
合
子 

議
員

▲（公財）明治安田こころの健康財団
　のコミュニケーションボード

福

福

福

町長

Q

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教
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会派代表　　町政への質問

　
屋
内
温
水
プ
ー
ル
建
設
に
伴
い
、
国

道
側
か
ら
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
搬
入
路

が
利
用
不
可
能
と
な
る
。

　
温
水
プ
ー
ル
利
用
者
、
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
利
用
者
が
安
全
か
つ
利
便
性
を

損
な
う
こ
と
な
く
通
行
で
き
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
状
況
は

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
数

は
日
平
均
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。　　

　
ま
た
、
混
雑
す
る
季
節
、
曜
日
、
時

間
帯
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

令
和
２
年
度
の
利
用
者
数
は

日
平
均
３
５
２
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
混
雑
す
る
季
節
は
、
５
月
が

最
も
多
く
、次
い
で
８
月
、12
月
と
な
っ

て
い
ま
す
。
曜
日
別
で
は
、
日
曜
日
が

５
０
０
人
前
後
、
土
曜
日
が
４
５
０
人

前
後
、
平
日
は
３
０
０
人
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
時
間
帯
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
13
時

か
ら
15
時
頃
が
比
較
的
多
い
時
間
帯
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

利
用
予
測
は

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
一
般
利
用
者

数
、
交
通
手
段
ご
と
の
利
用
見
込

み
数
は
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
ま
す

か
。

年
間
の
利
用
者
数
約
９
万

人
、
交
通
手
段
と
し
て
自
家

用
車
約
６
万
２
千
人
、
バ
イ
ク
約
２
千

人
、
自
転
車
約
１
万
３
千
人
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

自
動
車
の
混
雑
回
避
策
は

屋
内
温
水
プ
ー
ル
・
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
利
用
者
の
使
用
す
る
自
動

車
の
混
雑
回
避
の
方
法
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
処
置
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

現
在
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
敷
地
南
側
の
町
道
に
面
し

た
１
カ
所
と
味
の
蔵
た
け
と
よ
の
駐
車

場
側
の
１
カ
所
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
新
た
に
建
設
さ
れ
る
屋
内
温
水
プ
ー

ル
敷
地
へ
の
自
動
車
入
り
口
と
し
て
、

北
側
道
路
か
ら
１
カ
所
、
東
側
道
路
か

ら
１
カ
所
、
南
側
道
路
か
ら
１
カ
所
の

計
３
カ
所
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
屋
内
温
水
プ
ー
ル
と
エ
コ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
間
の
北
の
町
道
に
つ
い
て
は
、
両

施
設
の
利
用
者
の
自
動
車
が
重
複
し
て

通
行
す
る
た
め
、
何
ら
か
の
対
策
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
町
道
里
中
・
一
号
地
１

号
線
か
ら
の
自
動
車
の
侵
入
に
つ
い
て

は
、
原
則
、
入
り
口
優
先
に
す
る
共
通

認
識
を
持
ち
、
敷
地
内
自
動
車
の
動
線

を
統
一
す
る
運
用
を
し
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
し
て
利
用
で
き
る
温

水
プ
ー
ル
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
す
る
た
め
、
混
雑
回
避
以
外
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
屋
内

温
水
プ
ー
ル
、
地
域
交
流
施

設
を
含
め
た
周
辺
施
設
を
、
安
全
・
安

心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
交

通
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
今
後
の

取
り
組
み
と
し
て
施
設
の
南
側
の
町
道

を
入
り
口
と
し
、
北
の
味
の
蔵
た
け
と

よ
側
を
出
口
と
す
る
一
方
通
行
に
よ
る

運
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

QA

A

屋
内
温
水
プ
ー
ル
・

エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
安
全
対
策
は

Q

Q

A
日
本
共
産
党
議
員
団

梶
田　
進 

議
員

QA

トピックス
●エコステーションとは
月曜日から日曜日の朝９時から15時まで営業しており、プラスチック製容器包装・紙類やペットボトルなどの地区の分別収集に出せるもの
を収集しています。

経

経

教

町長

▲右折禁止になる臨港道路

▲国道から進入禁止になる町道
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知
多
東
部
線
の
整
備
は
、
快
適
で
安

心
な
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
重
要
な

事
業
で
あ
り
ま
す
。

本
町
に
重
要
な

公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備

知
多
東
部
線
の
南
進
整
備
に
つ
い

て
の
認
識
は
。

知
多
東
部
線
は
、
知
多
半
島

南
部
の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
す
る
重
要
な
路
線
で
あ

り
「
人
の
流
れ
」
や
「
物
の
流
れ
」
を

生
み
出
し
、
地
域
の
魅
力
向
上
や
地
域

資
源
を
活
か
し
た
交
流
・
産
業
物
流
を

促
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
道
２
４
７
号
バ
イ
パ
ス
と

し
て
の
機
能
を
併
せ
持
ち
、
海
岸
か
ら

離
れ
た
高
台
に
計
画
さ
れ
て
い
る
た
め
、

津
波
や
高
潮
な
ど
の
災
害
時
に
、
緊
急

物
資
や
資
機
材
の
輸
送
な
ど
を
行
う
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
本
町
に
と
っ
て
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な

公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
認
識
し
て
い

る
。

１
年
で
も
早
い
事
業
化
を

事
業
化
の
兆
し
が
な
い
が
、
今
後

の
見
込
み
は
。

愛
知
県
か
ら
具
体
的
な
計
画

は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
具
体
的
な
計
画
案
を
提
起
し
て
い

く
こ
と
で
、
１
年
で
も
早
く
事
業
化
へ

の
道
筋
を
つ
け
る
。

　
ま
た
、
知
多
東
部
線
南
進
の
沿
線
区

域
に
つ
い
て
、
産
業
系
土
地
利
用
検
討

ゾ
ー
ン
と
し
て
、
新
た
に
位
置
づ
け
た

た
め
、
こ
の
点
も
踏
ま
え
て
、
強
く
要

望
し
て
い
く
。

　
町
民
の
す
べ
て
の
皆
さ
ん
が
墓
地
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
。

現
在
の
申
し
込
み
条
件
は
。

使
用
者
の
申
し
込
み
資
格
に

は
２
つ
の
要
件
が
あ
る
。
１

つ
は
武
豊
町
に
引
き
続
き
３
ケ
月
以
上

住
所
を
有
し
、
か
つ
本
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
２
つ

目
は
焼
骨
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。

樹
木
葬
や
永
代
供
養
な
ど
の
考
え

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

現
時
点
で
具
体
的
な
計
画
は

な
い
。
し
か
し
少
子
化
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
お
墓

の
あ
り
方
や
供
養
に
対
し
て
の
意
識
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
や
他
市
町
の
事
例
、
運
営
上
の

課
題
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
樹
木

葬
な
ど
、
新
た
な
供
養
の
ス
タ
イ
ル
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

墓
地
を
必
要
と
し
て
い
る
住
民
の

方
が
墓
地
を
確
保
し
や
す
い
よ
う

現
在
の
申
し
込
み
条
件
を
緩
和
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
か
。

条
件
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
条
例
や
規
則
に
定
め

ら
れ
た
資
格
要
件
や
申
込
方
法
を
墓
地

が
必
要
と
さ
れ
る
方
の
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
運
用
の
な
か
で
考
え
て
い

く
。
ま
た
、
将
来
に
向
け
た
埋
葬
の
あ

り
方
も
あ
わ
せ
、
住
民
ニ
ー
ズ
や
事
例

等
を
調
査
・
研
究
し
、
今
後
の
墓
地
整

備
・
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q

Q

A

A
建

知
多
東
部
線
南
進
整
備
の

早
期
実
現
を

や
す
ら
ぎ
の
森
墓
園
の

申
し
込
み
条
件
の
緩
和
を

Q

Q

Q A

A

A

み
ら
い　

森
田　
義
弘 

議
員

政
和
ク
ラ
ブ　

南　
賢
治 

議
員

町政への質問　　個人質問

トピックス
●知多東部線とは
知多東部線の南進延長整備は、国道247号線のバイパスとして、美浜・南知多町への利便性向上と、
子どもたちの通学路の安全確保に効果が期待されます。

町長

建建

町長

▲現在のやすらぎの森墓園

知
多
東
部
線

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教
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東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
ペ
ッ

ト
が
飼
い
主
と
離
れ
離
れ
に
な
り
行
方

不
明
に
な
っ
た
り
、
自
宅
に
置
き
去
り

に
さ
れ
悲
し
い
結
果
と
な
っ
た
ケ
ー
ス

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
も
一
緒
に
避
難
を
！

ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難
に
つ
い
て

本
町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
と

な
っ
て
い
ま
す
か
。

避
難
所
に
避
難
す
る
際
に

は
、
ペ
ッ
ト
と
同
行
避
難
し

て
い
た
だ
く
。
同
行
避
難
と
は
、
ペ
ッ

ト
と
一
緒
に
避
難
す
る
こ
と
で
あ
り
、

避
難
所
の
同
じ
ス
ペ
ー
ス
で
生
活
す
る

こ
と
で
は
な
い
。

避
難
所
内
で
ペ
ッ
ト
が
保
護
さ
れ

る
場
所
は
何
処
で
す
か
。

屋
外
で
屋
根
の
あ
る
場
所
、

例
え
ば
自
転
車
置
き
場
な
ど

に
お
い
て
、
各
自
持
参
す
る
ゲ
ー
ジ
な

ど
の
中
で
飼
養
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
対
策

に
つ
い
て
、広
報
誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
住
民
の
方
々
へ
の
周
知
が
大

変
重
要
と
考
え
ま
す
が
い
か
か
で
す
か
。

提
案
い
た
だ
い
た
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
周
知
は
、
6
月
15

日
号
の
「
広
報
た
け
と
よ
」
に
ペ
ッ
ト

と
の
同
行
避
難
に
つ
い
て
掲
載
予
定
で

あ
る
。

　
今
後
も
、
災
害
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト

と
の
同
行
避
難
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
周
知
を
図
る
と
と
も
に
各

区
の
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
と
も
避
難

所
で
の
最
適
な
運
営
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

　
令
和
５
年
に
供
用
開
始
予
定
の
武
豊

北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
、
今

後
こ
の
周
辺
地
域
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
て
い
く
の
か
質
問
し
た
。

道
路
状
況
の
変
化
と
対
応
策
は
。

交
通
量
の
変
化
は
予
想
さ
れ

る
が
交
通
渋
滞
に
は
至
ら
な

い
と
予
想
。

　
交
通
量
の
変
化
へ
の
対
策
と
し
て
、

県
道
古
場
武
豊
線
と
交
差
す
る
信
号
交

差
点
３
カ
所
に
矢
印
信
号
の
設
置
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
愛
知
県
に
よ
る
前

田
交
差
点
の
改
良
事
業
に
協
力
し
て
い

く
。

本
町
と
し
て
北
イ
ン
タ
ー
完
成
に

関
連
し
た
計
画
は
。

北
イ
ン
タ
ー
周
辺
を
産
業
系

土
地
利
用
検
討
ゾ
ー
ン
に
設

定
し
、
企
業
誘
致
を
図
る
工
業
用
地
の

可
能
性
を
検
討
。
雇
用
の
拡
大
や
定
住

促
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
大
き

な
可
能
性
を
秘
め
た
地
域
と
し
て
今
後

も
継
続
し
て
施
策
検
討
し
て
い
く
。

北
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
土
地
活
用
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

新
た
な
工
業
用
地
の
確
保
が

可
能
な
エ
リ
ア
の
ひ
と
つ
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
の
一
部
で
民
間
業
者
に
よ
る
本
格

的
な
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
や
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
を
メ
イ
ン
と
し
た
公
園
整
備
な

ど
の
情
報
提
供
が
あ
る
。

　
引
き
続
き
、
イ
ン
タ
ー
を
一
旦
降
り

て
、
立
ち
寄
り
た
く
な
る
よ
う
な
施
設

の
民
間
活
力
に
よ
る
開
発
お
よ
び
企
業

誘
致
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

個人質問　　町政への質問

Q

Q

Q A

A

A
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
は
!?

武
豊
北
イ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

周
辺
土
地
活
用
は

トピックス
●武豊北インターチェンジ（仮称）とは
南知多道路の利便性の向上と、さらなる利用の促進を図ることを目的に、また、武豊町の市街地へのアクセス向上を図るため、名古屋市
野外活動センター跡地に令和5年3月供用開始予定で工事が進められています。

Q

Q

Q A

A

A

総総

公
明
党
議
員
団　

鳥
居　
美
和 

議
員

み
ら
い　

久
野　
勇 

議
員

▲武豊北インターチェンジ周辺

町長

建

建町長
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18
歳
未
満
の
方
で
、
家
族
な
ど
の
介

護
や
看
護
、
自
分
よ
り
小
さ
い
兄
弟
の

世
話
（
ケ
ア
）
を
し
て
い
る
方
た
ち
を

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
。
デ
リ
ケ
ー

ト
な
問
題
も
多
く
含
み
、
関
係
機
関
が

協
力
し
て
早
期
発
見
、
支
援
へ
の
対
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

協
議
会
の
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

概
念
」
に
対
す
る
認
識
不
足
が
あ

る
と
思
う
が
。

国
の
動
向
に
注
視
し
、教
育
、

福
祉
、
介
護
関
係
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施
し
て
い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援

や
対
策
は
。

学
校
に
お
け
る
対
策
で
は
、

教
職
員
を
始
め
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
学
校
や
家
庭
で
の
悩

み
や
困
り
ご
と
に
寄
り
添
い
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
可
能
性
を
把
握
し
た
場
合
、

支
援
の
必
要
性
や
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。
今
後
も
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
注
意
深
く
見
守
っ
て

い
く
。

数
の
多
い
、
少
な
い
に
と
ら

わ
れ
ず
「
そ
こ
に
一
人
で
も

苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
が
い
れ
ば
、
救

っ
て
い
き
た
い
」
と
の
思
い
。
早
速
、

直
近
の
校
長
会
で
周
知
し
て
い
き
た

い
。

　
「
私
が
い
な
け
れ
ば
、
お
母
さ
ん
と

妹
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
？
」
こ
ん

な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を
早
く
察

知
し
、
健
や
か
に
成
長
し
、
幸
せ
を
つ

か
む
権
利
を
持
っ
た
子
ど
も
を
、
だ
れ

一
人
取
り
残
さ
な
い
た
め
に
対
策
が
打

た
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
と

予
約
支
援
は

現
在
、
本
町
で
は
医
療
従
事
者
を

含
め
、
ど
の
程
度
の
接
種
が
済
み

ま
し
た
か
。医

療
従
事
者
を
対
象
と
し
た

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
愛
知
県

が
主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
詳

細
は
不
明
で
す
が
、
日
程
調
整
が
進
み

接
種
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
５
月
６
日
か
ら
開
始
し
、
５
月
31

日
現
在
、
２
，６
３
９
人
の
１
回
目
接

種
が
済
ん
で
い
ま
す
。

接
種
会
場
に
行
く
こ
と
が
困
難
な

方
に
対
す
る
支
援
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
訪
問

接
種
で
対
応
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。予

約
方
法
が
難
し
い
と
感
じ
る
方
へ

の
支
援
は
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

支
援
と
し
て
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
各
種
の
相
談
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
つ
い
て
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
掲
載
し
、
職
員
な
ど

が
予
約
の
お
手
伝
い
を
す
る
「
ネ
ッ
ト

予
約
お
助
け
隊
」
の
実
施
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

高
齢
者
施
設
、
介
護
施
設
、
福
祉

施
設
で
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
実
施
に
よ
り
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し

ま
す
か
。

各
施
設
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

愛
知
県
が
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
町
と
し
ま
し
て
は
、
感
染
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
最
優
先
と
考
え
て
い
ま
す
。

QQ AA

A

支
援
は
苦
し
む
子
ど
も
を

救
っ
て
い
く
想
い
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
現
状
は

Q

Q

Q Q A

AA

A

本
村　
強 

議
員

日
本
共
産
党
議
員
団　

野
田　
佳
延 

議
員

町政への質問　　個人質問

トピックス
●ヤングケアラーとは
通学や仕事のかたわら、障がいや病気のある親や祖父母、年下のきょうだいなどの介護や世話をしている
18歳未満の子どもで、介護のために学業に遅れが出たり、進学や就職を諦めたりするケースもあると言わ
れています。

町長 福

教育長

福福

福福

▲ネット予約お助け隊会場

　　総務部　　健康福祉部　　建設部
　　企画部　　生活経済部　　教育部

総 福 建
企 経 教
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高
齢
者
の
増
加
・
働
く
女
性
の
増
加

に
伴
う
、
在
宅
介
護
支
援
の
充
実
を
。

在
宅
介
護
を
支
援
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
」
に
つ
い
て
、
本
町
で
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
内
に
お
け
る
、
新
た
な
在

宅
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
「
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
」を
提
供
す
る
事
業
所
を
、

令
和
５
年
度
中
の
開
所
に
向
け
、
１
カ

所
を
募
集
す
る
予
定
。

　
利
用
者
数
は
、
通
常
型
の
場
合
、
１

日
あ
た
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
18
名
以
下
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
９
名
以
下
。
サ
テ

ラ
イ
ト
型
の
場
合
、
１
日
あ
た
り
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
12
名
以
下
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
が
６
名
以
下
と
な
り
ま
す
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
担
当
課
・
相
談
窓
口
は
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
担
当
課
は
福

祉
課
で
相
談
窓
口
は
福
祉

課
・
社
会
福
祉
協
議
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
担
当
課

は
子
育
て
支
援
課
で
、
主
な
相
談
窓
口

は
、子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー・

保
健
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
支
援
に
つ
い
て
、
保
育

園
・
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
の
対
象
者
と

す
る
な
ど
具
体
的
な
支
援
策
を
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
支
援
に
つ
い
て
、
先
生

方
に
は
、
守
る
べ
き
秩
序
を
守
れ
て
い

な
い
こ
と
を
罰
す
る
前
に
「
な
ぜ
そ
れ

が
で
き
な
い
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
視
点

で
話
を
聞
き
、
本
町
に
お
い
て
は
、
現

在
の
子
育
て
支
援
の
中
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア

の
視
点
を
持
っ
て
対
応
を
。

個人質問　　町政への質問

QQ AA
ダ
ブ
ル
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
に

適
切
な
支
援
を

み
ら
い　

櫻
井　
雅
美 

議
員

福福

議会の傍聴をしませんか？

　
本
会
議
の
傍
聴
は
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
の
電
話
番

号
を
申
出
書
に
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
検
温
・
消
毒
を
行
っ
た

上
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

次
の
方
は
傍
聴
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
１
、
酒
気
を
帯
び
て
い
る
人
。

　

２
、
人
に
危
害
を
加
え
る
恐

　
　
　
れ
の
あ
る
も
の
を
所
持

　
　
　
す
る
人
。

　
３
、
旗
・
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど

　
　
　
を
持
ち
、
気
勢
を
示
す

　
　
　
恐
れ
の
あ
る
人
。

　
議
場
で
は
帽
子
・
コ
ー
ト
類
の

着
用
、
飲
食
、
喫
煙
、
私
語
・
談

笑
、
議
場
で
の
発
言
・
拍
手
な
ど

で
可
否
を
表
明
す
る
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
傍
聴
席
で
の
撮

影
、
録
音
は
で
き
ま
せ
ん
。
現
在

は
感
染
症
対
策
の
た
め
、
席
の
数

を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

　
各
委
員
会
の
傍
聴
は
委
員
長
の

許
可
が
必
要
で
す
。
希
望
者
は
、

事
務
局
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

席
は
５
人
程
度
で
、
満
席
の
場
合

は
、
別
室
で
音
声
の
み
の
傍
聴
と

な
り
ま
す
。



10武豊町の議会だより  No.176　2021年7月15日発行 14

　
　
保
育
園
に
お
け
る
紙
お
む

　
　
つ
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て

は
、
以
前
か
ら
、
保
護
者
か
ら

不
衛
生
で
あ
る
と
の
声
が
上

が
っ
て
い
た
。
最
近
、
感
染
症

専
門
職
の
方
か
ら
も
、
感
染
リ

ス
ク
を
増
や
す
の
で
見
直
す
べ

き
だ
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
早

急
な
対
応
が
必
要
で
は
。

　　
　
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
は
、

　
　
布
お
む
つ
時
代
の
名
残
で

あ
る
。
家
庭
で
、
園
児
の
便
の

様
子
か
ら
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
お

願
い
し
て
い
た
。
園
に
お
い
て

は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
蓋

つ
き
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
保
管
し

て
い
た
。

　
感
染
症
の
リ
ス
ク
低
減
と
保

護
者
と
保
育
士
の
負
担
軽
減
の

観
点
か
ら
、
来
年
４
月
か
ら
の

実
施
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

（
令
和
２
年
９
月
議
会
）

　
令
和
３
年
度
か
ら
、
各
園
の

屋
内
お
よ
び
屋
外
に
紙
お
む
つ

の
保
管
容
器
を
設
置
し
た
。

　
保
護
者
の
感
染
不
安
と
送
迎

時
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
園
に

お
い
て
は
保
育
士
の
作
業
量
の

軽
減
に
つ
な
が
っ
た
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

　
　
開
発
目
標
）
は
２
０
１
５

年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採

択
さ
れ
た
、
２
０
１
６
年
か
ら

２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標

で
あ
る
。
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
ゴ
ー
ル
を
定

め
、
地
球
上
の
だ
れ
一
人
と
し

て
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
誓
っ

て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
本
町

の
推
進
、
取
り
組
み
は
。

　　
　
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る

　
　
次
期
総
合
計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
取
り
組
み
を
導
入
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
は
地

方
創
生
の
実
現
に
必
要
な
も
の

で
あ
る
。　

（
令
和
元
年
12
月
議
会
）　

　
令
和
３
年
度
か
ら
の
、
第
６

次
武
豊
町
総
合
計
画
に
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
目
指
す
17
の
ゴ
ー
ル

（
目
標
）
に
向
け
た
９
つ
の
分

野
に
わ
た
る
施
策
方
針
を
示
し

た
。

令和３年度４月から使用済み紙おむつは保育園で処分

第 6 次武豊町総合計画に SDGs を導入

Q

Q

A

A

その後どうなった？

▲室内用オムツペール ▲屋外用ワイドペール

そ
の
後

そ
の
後

&Q A

即時
対応
即時
対応

▲役場ロビーでも SDGs を啓発
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「武豊とわたし」というテーマで町民にインタビュー　Vol.4 

自分たちの町は自分たちで守る！究極のボランティア！

「武豊とわたし」というテーマで町民にインタビュー　Vol.5 

私が作るもので喜んでもらえたら幸せ！

　
武
豊
生
ま
れ
の
武
豊
育
ち
。
生
業
の

建
設
会
社
も
武
豊
町
。
消
防
団
に
足
を

踏
み
入
れ
て
33
年
。
地
元
に
ど
っ
ぷ
り

と
浸
か
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ

る
。
す
べ
て
の
ご
縁
に
感
謝
で
す
。

集
ま
れ
！

　
22
歳
だ
っ
た
あ
る
日
の
夜
、
見
ず
知

ら
ず
の
人
が
赤
い
回
転
灯
を
回
し
た
車

で
勧
誘
に
来
た
。
父
親
も
若
い
頃
に
消

防
団
を
や
っ
て
い
た
。
そ
の
父
親
に
消

防
団
は
何
を
す
る
の
か
聞
い
て
み
る

と
、
火
事
が
起
き
た
ら
消
し
に
行
く
と

い
う
答
え
。
面
白
そ
う
だ
と
返
事
を
す

る
と
、
後
日
制
服
と
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
届
い
た
。
そ
れ
の
多
さ
に
結
構

ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

気
を
付
け
！

　
消
防
団
員
現
役
を
分
団
長
含
め
て
10

年
間
、
消
防
職
員
や
先
輩
達
の
指
導
の

お
か
げ
で
、
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
、

数
知
れ
ず
の
災
害
現
場
を
経
験
し
た
。

人
の
生
命
の
尊
さ
や
住
民
の
財
産
の
大

切
さ
は
、
た
く
さ
ん
の
後
輩
達
へ
消
防

団
魂
と
し
て
伝
え
て
こ
ら
れ
た
と
思

う
。

　

42
歳
の
時
に
副
団
長
と
し
て
復
帰
。

13
年
後
の
今
は
団
長
に
就
任
。

敬
礼
！

　
訓
練
は
休
日
や
夜
間
。
自
分
の
楽
し

み
や
家
族
と
の
団
欒
を
犠
牲
に
す
る
事

を
考
え
る
と
、
団
員
確
保
が
最
難
関

だ
。
で
も
風
水
害
や
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
時
に
は
、
絶
対
に
頼
り
に
な

る
地
元
に
精
通
し
た
集
団
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
世
代
が
変
わ
っ
た
消
防
団
員
達
に

鬼
と
呼
ば
れ
な
が
ら
も
、
厳
し
い
指
導

と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
は
欠
か
せ
な
い
。

操
作
は
じ
め
！

　
Ａ
Ｉ
が
進
ん
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
が
発
達

し
て
も
、
人
の
命
や
財
産
に
か
か
わ
る

部
分
で
は
、
ま
だ
ま
だ
マ
ン
パ
ワ
ー
が

必
要
だ
。
私
達
消
防
団
の
存
在
は
有
志

の
集
ま
り
。

　
要
求
さ
れ
る
も
の
は
危
険
を
伴
う
任

務
で
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
の
組
織

と
規
律
。
そ
れ
は
日
頃
の
訓
練
の
賜

物
。
も
し
か
し
て
災
害
時
、
あ
な
た
の

命
を
助
け
て
く
れ
る
の
は
・・・。

名 

言

　
俺
た
ち
は
火
事
場
の
馬
鹿
力
！

　
南
保
育
園
、
武
豊
小
学
校
、
武
豊
中

学
校
、
そ
の
後
も
武
豊
町
で
結
婚
・
育

児
、そ
し
て
現
在
の
活
動
へ
と
繋
が
る
。

介
護
と
療
育

　
20
歳
の
時
、
母
が
脳
梗
塞
か
ら
半
身

麻
痺
と
な
り
、
小
学
６
年
生
の
妹
を
見

な
が
ら
介
護
生
活
に
。
21
歳
で
結
婚
、

翌
年
に
生
ま
れ
た
長
女
は
言
葉
が
遅

く
、
３
人
目
の
出
産
後
に
自
閉
症
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。
下
の
２
人
を
祖
父
母

に
預
け
、
つ
く
し
学
園
の
母
子
通
園
生

活
。
母
の
会
の
会
長
も
引
き
受
け
、
や

れ
る
こ
と
は
夢
中
で
や
り
ま
し
た
。

パ
ン
作
り
で
人
と
繋
が
る

　

長
女
が
半
田
養
護
学
校
に
入
学
後
、

本
格
的
に
パ
ン
作
り
の
勉
強
を
始
め
ま

し
た
。
納
得
が
い
く
ま
で
５
年
余
。
そ

の
間
、
ま
だ
上
手
く
で
き
な
い
パ
ン

を
、
子
ど
も
の
通
う
西
保
育
園
の
先
生

方
が
何
度
も
注
文
し
て
く
れ
て
、
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
時
、
パ
ン

作
り
の
ス
キ
ル
が
ぐ
っ
と
伸
び
ま
し

た
。

手
作
り
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い

　
パ
ン
作
り
研
究
会
は
障
が
い
を
も
つ

人
の
仕
事
と
な
る
喫
茶
＆
パ
ン
販
売
事

業
を
将
来
の
目
標
と
し
、
６
人
で
ス

タ
ー
ト
。
チ
ラ
シ
を
配
り
、
想
い
を
伝

え
、
３
ヶ
月
後
に
は
会
員
は
82
名
！
勉

強
会
を
月
に
２
回
開
催
。
作
っ
た
パ
ン

の
２
個
は
そ
の
場
で
話
し
な
が
ら
、
残

り
は
家
族
で
パ
ン
作
り
の
工
程
を
話
し

な
が
ら
食
べ
て
ね
と
伝
え
ま
し
た
。

障
が
い
の
あ
る
子
に
職
場
体
験
を

　
町
内
中
学
の
特
別
支
援
学
級
の
子
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
過
ご
す

う
ち
に
我
が
子
の
よ
う
に
愛
お
し
く
な

り
ま
す
。
修
了
証
に
は
一
人
ず
つ
保
護

者
に
向
け
た
コ
メ
ン
ト
を
書
き
ま
す
。

記
憶
の
ど
こ
か
に
こ
の
体
験
が
残
っ
て

く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

名 

言

　
母
と
長
女
が
い
て
今
の
私
が
い
る

青
あお

木
き

 威
たけ

使
し

さん

戸
と だ

田 美
み ほ

保さん

【お気に入りの一枚】

▲パン作り研究会が運営するほっとカフェ

【お気に入りの一枚】

▲訓練の一コマ

リレー
方式
リレー
方式
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※応募に当たっては、必ず、住所、氏名、連絡先(電話・メールアドレス)を
記入してください。掲載時は、ご希望によりイニシャル表示とします。
また、写真・ご意見とも掲載時に編集することがあります。

「議会だより たけとよ」が
掲載されています。

【マチイロ】

地方自治体広報誌アプリ

編 集 後 記

　議会だよりの印刷業者は、毎年のように変更
があり、紙面のレイアウトや文字に変更が生じ
てしまうことで編集に戸惑い、苦労してきまし
たが、今年度からは、印刷物の成果を評価する
ことで、委員会任期期間中は継続的な契約も出
来ることになりました。
　また、読者の皆様からの感想・ご意見などが
より良い議会だよりの編集には欠かせません。
読者の皆様からのご意見をいただけたら幸いで
す。

議会傍聴ご意見を募集
　みなさまからの議会に関するさまざまなご意見を募集
しています。応募は、手紙・電話・メールで。

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍聴すること
ができます。また、各委員会は、委員長の許可が必要と
なります。

 8月24日（火）  請願・陳述提出期限
 9月1日（水） 9時 開会
 2日（木） 9時 一般質問
 3日（金） 9時 一般質問
 10日（金） 9時 議案質疑
 13日（月） 9時 総務企画委員会
 14日（火） 9時 文教厚生委員会
 15日（水） 9時 建設経済委員会
 21日（火）14時 採決

次回定例会日程(予定)

一般質問の放送予定
ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）
9月11日(土)・12日(日)
午前9時から

さらに読みやすく　わかりやすく　手に取りやすく
　
武
豊
町
議
会
役
員
改
選

に
伴
い
、
議
会
だ
よ
り
特

別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が

少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
今

回
か
ら
新
体
制
で
の
編
集

と
な
り
ま
す
。

　

本
町
の
議
会
だ
よ
り

は
、
ど
の
世
代
の
方
に
も

「
読
み
や
す
い
」「
わ
か
り

や
す
い
」
そ
し
て
「
手
に

取
り
や
す
い
」
を
心
が
け

て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
情
報
を
発
信
し
「
議

会
の
見
え
る
化
」
を
進
め

て
い
け
る
よ
う
、
調
査
・

研
究
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
議
会
だ
よ
り
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。


